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都市基盤安全工学国際研究センター
（ICUS/INCEDE)

-2002年度活動報告-
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ICUSのスタッフメンバー
（2002年度）

– サステナブル・エンジニアリング部門

・魚本健人（教授）

・スディール・ミスラ（外国人客員教授：2002.07～）

・加藤佳孝（講師）

– 都市防災・安全工学部門

・高橋 健文（客員教授：2001.12～）

・目黒公郎（助教授）

・デュシュマンタ・ダッタ（助手）

– 都市基盤情報ダイナミックス部門

・安岡善文（教授）

・瀬戸島 (客員教授：2002.04～)
・大岡龍三（助教授）

・越智士郎（助手）
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ICUSのスタッフメンバー
（2002年度）
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ICUSの主な活動分野
（2002年度）

– サステナブル・エンジニアリング部門
– ・既存構造物の劣化機構
– ・非破壊劣化モニタリングシステム工学
– ・劣化機構を考慮した補修・補強工学
– ・設計基準／評価工学
– 都市防災・安全工学部門
– ・都市安全防災戦略
– ・ユニバーサル災害環境シミュレータの開発
– ・都市ライフラインの災害対策
– ・地震予知情報の工学的な利用法
– 都市基盤情報ダイナミクス部門
– ・リモートセンシング／地理情報システム
– ・都市情報基盤ネットワーク
– ・空間データ解析
– ・都市温暖化／総合環境
– ・都市火災シミュレーション
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ICUSで行った研究概要（2002年度）
サステナブル・エンジニアリング部門

・新素材を用いたFRPロッドのプレテンション供試体の暴露実験および
室内実験（乾湿繰り返し）の促進試験

・若材齢時の環境の違いが内部組織構造の形成に与える影響

・各種要因が補修した鉄筋コンクリート構造物の劣化に及ぼす影響に関
する研究

・各種化学混和剤がモルタルの物性および空隙構造に及ぼす影響

・新しいガラス繊維を用いたＧＦＲＰロッドの強度と耐久性に関する研究

・マルチスペクトル法を用いたコンクリート表面の塩化物量の推定

・個別要素法を用いたコンクリート運搬システムの基礎理論の解明

・各種セメントの耐酸性に関する基礎的研究

・光ファイバセンサによるコンクリート構造物の長期連続モニタリング

・非破壊検査を用いた既設コンクリート構造物の品質評価手法の開発

・多孔質複合材料の内部組織構造および物質移動のモデル化
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ICUSで行った研究概要（2002年度）
都市防災・安全工学部門

・効果的な地震対策支援システムの開発に関する研究

・実効力のある次世代型防災マニュアルの開発に関する研究

・電力供給量の変化を用いた地震被害状況と復旧状況の把握に関
する研究

・地震災害時の最適人材運用法に関する基礎研究

・既存不適格構造物の耐震改修を推進させる制度/システムの研究

・組積造構造物の経済性を考慮した効果的補強手法の開発

・地震予知情報の工学的な利用法に関する研究

・ユニバーサル災害環境シミュレータの開発

・構造物の地震時崩壊過程のシミュレーション解析

・地下の地震断層変位が地表地盤に与える影響度評価
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ICUSで行った研究概要（2002年度）
都市基盤情報ダイナミクス部門

・人工衛星TERRA/MODISによる東アジア環境観測

・高空間分解能人工衛星データおよび航空機搭載型レーザスキャナ

による都市の3Dモデリング

・マルチテンポラルな航空機レーザスキャナデータを用いた

都市近郊の樹林計測

・ハイパースペクトルＲＳによる植生パラメータ推定

・都市の熱代謝モデルを用いた都市温暖化構造の解析

・都市緑化のヒートアイランド緩和効果の数値的検討

・燃焼・屋外風況モデルを用いた都市火災延焼シミュレーション

・風洞実験・数値解析を併用した大気汚染物拡散予測

・大都市におけるCO2排出構造の解明
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ICUSの経費（2002年度）

22%

41%

16%

11%

10%

校費

科学研究費補助金

受託研究費／民間
等との共同研究費

奨学寄付金

その他
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ICUSのプロジェクト（2002年度）
- サステナブル・エンジニアリング部門 -

–科学研究費補助金

・マルチスケール統合解析システムと非破壊検査技術の融合

（研究分担者）

–民間等との共同研究

・コンクリート構造物の劣化診断ソフトの研究

・劣化したコンクリート構造物の補修工法に関する研究

・ガラス繊維補強プラスチック製コンクリート補強材の開発

・個別要素法を用いたコンクリート等輸送装置の性能評価に関する

共同研究

–その他プロジェクト

・材料劣化を考慮したコンクリート構造物の構造安全性能評価手法

の開発（NEDO）
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ICUSのプロジェクト（2002年度）
- 都市防災・安全工学部門 -

–科学研究費補助金

・日米共同研究による都市地震災害の軽減「マルチメディアによる地震災害の
事後対応課程の検討」

・地震断層近傍の地盤変形の空間分布を考慮した構造物の破壊モードの制御
・組積造構造物の経済性を考慮した効果的耐震補強手法の開発
・大都市大震災軽減化特別プロジェクト臨海部における津波災害総合シミュ
レータの開発

・都市域の水・熱収支推定のための高精度蒸発散量算定手法の開発
・メコン流域の最適水行政支援システムのための分布型水循環モデルの活用と
現地総合調査

–民間等との共同研究
・AEMを用いた断層の破壊解析
・線路構造物の大変形動的挙動解析
・総合的防災力を向上させるための次世代型防災マニュアルの構築
・停電が都市社会に及ぼす影響度評価に関する研究
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ICUSのプロジェクト（2002年度）
- 都市防災・安全工学部門 -

–科学技術振興調整費

・科学技術振興費・主要５分野の研究開発委託事業(RR2002) 

大都市大震災軽減化特別プロジェクト Ⅳ-1．「地震防災統合化研
究-事前対策」

・社会技術研究システム

「大都市域における地震リスクと防災・危機管理技術 」

・アジア太平洋地域に適した地震・津波災害軽減技術の開発とその
体系化に関する研究

「アジア・太平洋に適した地震・津波災害調査方法 」
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ICUSのプロジェクト（2002度）
- 都市基盤情報ダイナミクス部門 -

–科学研究費補助金等

・環境災害監視のためのアジア衛星観測ネットワークの構築

（科学技術振興事業団）

・CO2を半減する環境共生型都市・建築・設備技術の開発

・大型雨水貯留槽・浸透槽を利用した季節間蓄熱空調システムの

開発・研究

–民間等との共同研究

・基礎杭利用による地中熱利用空調システムの実用化に関する研究
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ICUSで行った各種行事
（2002年度）

–国 内

・東京大学生産技術研究所公開 （2002年6月6-7日） 生研

・第3回オープンレクチャー （2002年10月7日） 生研

・第4回オープンレクチャー （2003年3月24日） 生研

–国 外

・International Symposium on New Technologies for Urban 
Safety of Mega Cities in Asia （2002年10月28日）

タイ国バンコク市Grand Pacific Hotel
・リージョナル・ネットワーク・オフィスの開設（2002年10月28日）

タイ国AIT
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ICUS/INCEDE
展示会場受付

生産技術研究所
公開

(2002.06.06-07)



15

第3回オープンレクチャーでの発表内容
（2002.10.07）

– 「 ヒートアイランドモデル」

 大岡 龍三 （ICUS/INCEDE助教授）

– 「ヒートアイランドの計測と評価」

 三上 岳夫 先生 （東京都立大学教授）

– 「温暖化と都市災害」

 竹村 公太郎 先生 （前国土交通省河川局長）

– 「ヒートアイランドと熱中症」

 稲葉 裕 先生 （順天堂大学教授）
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ICUSで行った各種行事
（2002年度）

International Symposium on New Technologies for 
Urban Safety of Mega Cities in Asia （2002年10月28日）
タイ国バンコク市Grand Pacific Hotel
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ICUSで行った各種行事
（2002年度）

AITにICUSとの共同研究のためのリージョナル・ネットワーク
・オフィスを開設 （2002年10月29日AITに於いて）
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Regional Network Office 
for Urban Safety 

Engineering (AIT office)AIT

ICUS/INCEDE

ICUS/AIT

都市基盤安全工学国際研究センター（ICUS）と海外拠点



19

第4回オープンレクチャーでの発表内容
（2003.03.11）

– 「 Emerging Challenges in the 21st Century to meet the demand of water 
supply in the fast growing Mega cities of Asian Developing Countries」

 Prof. Ashim Das Gupta（AIT教授）

– 「Integrated Urban River Basin Management: Experiences from Past and 
Future Direction in Japan」

 虫明克功臣 先生 （東京大学生産技術研究所教授）

– 「Strategic Framework and Institutional Arrangement  for Flood Disaster 
Management  in Large Cities in Thailand」

 Prof. Tawatchai Tingsanchali（ＡＩＴ教授）

– 「Towards sustainable development and management of the water 
supply of Hong Kong」

・Prof. A.W. Jayawardena（香港大学）

– 「 Importance of hydrological forecasting for integrated urban water 
management 」

・竹内邦良先生 (山梨大学工学部教授）
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ICUSで行った各種行事
第４回オープンレクチャーでの講演風景 (2002年度)

2003年03月11日
生産技術研究所
第1会議室に於いて
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ICUSの出版物
（2002年度）

1） News Letter （ニューズレター）

・第2巻第1号 4月～6月号

・第2巻第2号 7月～9月号

・第2巻第3号 10月～12月号

・第2巻第4号 1月～3月号

2） Proceedings of the International Symposium:
“New Technologies for Urban Safety of Mega Cities
in Asia” （2003年3月）

3） Activities of ICUS/INCEDE 2002 （2003年3月）

4) Field Survey on Deterioration of Concrete Structures in 
Thailand (2002年3月)
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ICUSメンバーの発表論文数
（2002年度）

サステナブル・

エンジニアリング

都市防災・

安全工学

都市基盤情報
ダイナミクス

生産研究

著書/訳書

学協会誌

国際会議

国内学会講演

調査報告

一般雑誌等

27
2

20
8

28
0
11

4
2

22
9

26
0
8

5
4
7

29
57
0
2

合計 95 71 104



23

ICUSメンバーの発表論文数割合
（2002度）

3%

17%

13%8%

41%

18%

生産研究

著書

学協会誌

国際会議

国内学会講演

一般雑誌等
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